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第 19回新選組書展 

ごあいさつ 
 

 

 このたびは第 19回新選組書展に、作品をお寄せいただきまして、誠にありがとうございまし

た。今年は、北海道から鹿児島県までの各地より、696点の応募をいただきました。 

毎回、個人で応募される方と塾単位または学校単位の団体で応募される方がいらっしゃいます。

今年は市内小学校からの団体応募が１件減り、個人応募のほか新たな塾単位の応募が増えた印

象です。多くの応募作品の中から、限りある入選作品を選考するため、塾単位で選外となった

り、生徒が入選しても先生は選外となったりすることもあります。多様な書の美を、みんなで

育てていくのがこの新選組書展ですので、どうぞご理解お願いいたします。 

力作ぞろいの作品の中、毎回のことながら審査は大変でした。私は今回初めて審査に参加いた

しましたが、素晴らしい作品がずらりと並び、感激いたしました。とても選べないと思いつつ、

丁寧に見させていただくと、上手な作品ほど似て見えたり、似ている中にも違いが伺えたり、

書き手が文字に込めた思いが見えるような作品には心惹かれるものがありました。 

そんな中、今回の新選組大賞は、なんと２度目の大賞受賞となる山舘茂さん（宮城県東松山市）

に輝きました。候文の課題を見事な出来栄えで仕上げられ、審査員一同、これを選ぶしかない

という作品でした。 

 また、近藤勇賞ほかの特別賞は、中学生・高校生ばかりとなりました。これは、いままでに

なかったことです。最近、中学生や高校生の実力ある作品が多くなった印象があります。 

 なお、誤字があった作品は選外とさせていただきました。今回の課題では、「武田観柳齋」の

「齋（斎）」を「齊（斉）」としたものは選外となっています。同じ「さいとう」でも、本来、

本来別の字ですので、ご了承ください。候文の「候」と「侯」も気をつけていただきたい漢字

です。 

 特選、特選助勤、小中学生のユニークな作品を選んだ選之介賞、大人のユニーク賞に入選さ

れた皆様も、おめでとうございます。そして選外の皆様の作品も見応えがあるものばかりです。

この新選組書展では、ご応募いただいた一点一点の作品をすべて展示しています。ぜひ、会場

に足をお運びいただきご鑑賞ください。 

 

 

 

日野市立新選組のふるさと歴史館 

             開館時間：午前 9時 30分～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで） 

             休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日） 

             入館料：高校生以上 200円 小中学生 50円 

           ＜お問合せ先＞日野市ふるさと文化財課（日野市立新選組のふるさと歴史館） 

                〒191-0016 日野市神明 4－16－1  

                ☎⇒042-583-5100  FAX⇒042-584-5224  

 URL⇒https://www.city.hino.lg.jp/shinsenr  ✉⇒shinsenr@city.hino.lg.jp 


